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根深ネギのシロイチモジヨトウの薬剤感受性実態
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シロイチモジヨトウは根深ネギ栽培において重要な防除対象害虫ですが、生産現場

で薬剤の感受性低下が懸念されたため、薬剤感受性低下の実態および有効な薬剤を明

らかにしました。

①薬剤感受性検定の実施 (豊後高田市呉崎で採集した個体群)

主要防除剤として使用されてきたフェニックス顆粒水和剤およびプレバソンフロア

ブル５やIGR系薬剤の感受性低下が確認されました。

②有効薬剤の選定

現地で使用されている薬剤のうち、スピノエース顆粒水和剤、ディアナＳＣ、アニ

キ乳剤、アファーム乳剤、コテツフロアブル、トルネードエースＤＦ、プレオフロア

ブルは、有効であることが明らかになりました。

シロイチモジヨトウ防除の薬剤選定にあたってや薬剤のローテーショ

ンを考えるときに非常に参考になっています。今年、フェロモン設置地

区の検定を行うということで、フェロモンを推進していく材料となるこ

とが期待されます。

(豊後高田白葱生産部会会長井上 智彦氏 )


